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2008 年から 2010 年度までに東京外国語大学 LingDy プロジェクト下で取り組まれてきた言語ドキュメンテーション (Language
Documentation)の活動から，計算機を言語資料の記録に使う作業には，1)言語学者本来の活動，2)既存システムで対応可能，3)
既存システムでは対応できていない領域が明らかになった．とりわけ，3) については，欠落していた視点が大きな要因となってい
る．この視点は，ドキュメンテーションを支援する各種システムまたは環境作りに役立つ指針となるだろう．

Missing Services in Language Documentation in terms of Information Processing
– The Report of LingDy Project –

OHYA Kazushi

Tsurumi University

This is a report of language documentation under the the project of Online Text Database of Minority Languages in the
Linguistic Dynamics Science Project(LingDy), Tokyo University of Foreign Studies. Through this activity, we confirm
that there are missing services in the present systems for language documentation. Implementing the missing services
will contribute to improve not only the activity itself but also an environment of data generation.

1. は じ め に

本稿は，2008 年から 2010 年度にかけて東京外国語大学

アジア・アフリカ言語文化研究所1 で進められた，少数言語

の言語資料を対象とした Language Documentation (言語ド

キュメンテーション)研究2成果の一部である．言語ドキュメ

ンテーションの活動から，計算機を言語資料の記録に使う作

業には，1) 言語学者本来の活動，2) 既存システムで対応可

能，3) 既存システムでは対応できていない領域の存在が明ら

かになった．とりわけ，3)については，欠落していた視点が

大きな要因となっている．この視点は，ドキュメンテーショ

ンを支援する各種システムまたは環境作りに役立つ指針とな

るだろう．はじめに，本プロジェクトの背景としてある言語

ドキュメンテーションを紹介し，続いて，本プロジェクトの

解説と，その結果を報告する．つぎに，本研究から見えてき

た，言語ドキュメンテーション活動にある上記 3種類のうち，

3)を詳しく解説する．

2. 言語ドキュメンテーション

本プロジェクトが始められた背景には，言語ドキュメンテー

ションというキーワードで表現される，言語学における活動

の潮流がある．但し，言語ドキュメンテーション (Language

Documentation)という用語自体も，まだ定かではなく，例

えば他にも Linguistic Documentationという用語も使われ

ることがあり，さらに，その定義自体が論議されることもあ

1 言語ダイナミクス科学研究プロジェクト (LingDy プロジェクト) は文
部科学省特別教育研究経費を受けたもので，その正式名称は「急速に
失われつつある言語多様性に関する国際研究連携体制の構築」である．
http://lingdy.aacore.jp/jp/.

2 正式には「少数言語の言語資料のデータベース作成とオンライン公開プロ
ジェクト」．https://sites.google.com/site/lingdytextarchive/

る [9]．これは，言語ドキュメンテーションという活動が，ま

だ手探りの状況にあることを示すのかもしれない．本稿では，

言語ドキュメンテーションを「計算機を使い言語資料を記録

する手法を言語研究の中で検討・実践する活動」と捉えるこ

とにする．

ここで情報処理に携わる研究者が留意すべき点は，言語ド

キュメンテーションは，コーパス研究と極めて緊密な関係に

あることは当たり前としても，この 2つは同じ活動ではない

ことである．つまり，コーパス研究で使用されているシステ

ムが，そのままでは言語ドキュメンテーション支援システム

にはならない．この背景は，本稿を通して解説されることに

なるが，例えば，言語ドキュメンテーションでは，入力環境

を支援するシステムが期待されているものの，自然言語処理

向けのシステムや規格では，これへの配慮が少ない．言語ド

キュメンテーションでは，作られる言語データの整理・記録

の場面で，以下のような要求を抱えている．

フィールドから言語情報を採取する場合，採録された生の

データは，手書きのノートや，録音音声，動画像である．言

語学者が必要とする情報は，これら生のデータから機械的に

単位化されるものではない．生のデータと，採録時の記憶を

元に，言語学者の判断の下で整理され，言語資料が確定する．

このようなフィールドワークで必要となる情報確定作業の手

順は，主に口伝で教わり，その技術は実体験で身につけ，磨

かれる傾向がある．言語ドキュメンテーションは，かつては

手と紙とペンを使い整理されてきたこれらの工程に，計算機

を導入することになる．ここでは，口伝された技術はなく，

その道具も刻々と変化しているため，それをキャッチアップ

する作業が必要となる3．また，整理の方法は，個人が実体

3 ドキュメンテーションの活動で，ツールの学習を問題点とするのはおか
しいという考えもあるだろうが，本学会では，計算機が道具としてまだ
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験で身につけてきがものであることから，その実体は多様で

あり，ここに求められる機能は拡散する傾向にある4．

一方で，生のデータの一部が電子データとなった現在で

は，作業工程の全てで，データを一貫して扱う言語ドキュメ

ンテーションへの期待は強い．とりわけ，言語資料 (コーパ

ス)を記録・共有・公開することへの要求は強い．例えば，電

子データを作成する過程でデータの不備を発見することは，

言語学研究の本質的な活動となる．また，類型論の進展には，

コーパスは大いに役立つことが期待されている．また，研究

資料としてまとめたコーパスを元に，言語コミュニティへ言

語情報を還元する要求も強い5．

この様に，言語ドキュメンテーションでは，記録されたデー

タの利用法に，明確な要求がある．ところが，1) マルチメ

ディアと，2) 記録形式への不安が，言語ドキュメンテーショ

ンを煩雑な活動にしている．

コーパスの元データである生のデータは，マルチメディア

で表現されるものである．現状では，マルチメディアとテキ

ストを同時に扱う規格や実装は，十分には整備されていない．

例えば，自然言語処理向けの対話コーパス作成に利用されて

いる ELAN 6は，一般的な言語ドキュメンテーションにおい

ても使われているが，アノテーションやテキストを分析する

際には他ツールとの連携が必要となり，その連携の要となる

保存データ形式にいくつかの課題がある [14]．また，階層を

構成する単位 (e.g. 音声，音素，形態素，単語，文法単位な

ど)を同時に扱うことが求められるが，本プロジェクトの経

験からは，提案されている規格群が，これらの要求に現実に

応えているとはいえない．また，データ入力の際には，統制

(e.g.規範文法，規定ルール，辞書)されることが望ましいが，

この統制規則は入力と同時に規定されることが期待されてい

る．例えば，入力補助機能として望まれる，コンコーダンス

(e.g.データリスト)からの選択機能は，入力と同時にデータ

が更新されたデータベースを元に実現されるのがよい．また

この機能は，入力工程の省力化に加えて，データ単位の確認・

検討を促すという知的生産活動の実質的な支援にもなる．こ

の様なデータ入力環境への配慮は，現行システムでは，必ず

しも十分とはいえない7．また，現状の言語ドキュメンテー

ションでは，ツールの学習に，多くの時間が費やされるが，結

果として作られたコーパスが，言語学者にとっては一過的な

データにしかならないことがある．現状では，言語ドキュメ

ンテーションの活動が，特定の成果を求める為の一過的な作

業なのか，または，言語研究の礎となるコーパスを作るのか，

その見極めが，言語学者にはできない状態が続いている8．

筆記用具ほどには体の一部にはなっていないという，計算機側の要因と
してこの要求を捉えた方が，前向きの論議ができるだろう．

4 当然，それらを全て満たすツールは使いにくくなる．
5 これらの期待は，例えば，次のサイトから知ることができる．
http://www.nflrc.hawaii.edu/ldc/default.html

6 http://www.lat-mpi.eu/tools/elan/
7 この様な入力環境を支援する実装の試みとして FLEx というソフトウェ
アが開発されている．http://fieldworks.sil.org/

8 ある見方として，言語ドキュメンテーションは，言語学者が，満足には
使えない雑多な提案・システムを，少しでも自らの研究活動に使えるよ
う，情報をとりまとめ，分け合っている活動と捉えることもできる．も
しそうであるとするならば，自身も含めて，本学会は恥じ入らなければ

3. LingDyプロジェクト成果

本プロジェクトの目標は，「言語データへのアノテーション

の方法，データの保存・管理方法，誰に向けた公開物をどの

ように扱い保存すべきか9」を検討し，実際にデータベース

システムを作成することであったが，このデータベースを国

際的なレポジトリー (e.g. OLAC10，SOAS11)に登録する為

に必要な作業までも視野に入れていた12．

本プロジェクトで取り組んだ活動は，網羅的な言語ドキュ

メンテーション活動ではない．例えば，音声採録の手法や，

マルチメディアデータの入力・整理の手法，言語コミュニティ

への情報還元の手法などには取り組んでいない．本プロジェ

クトで取り組んだ活動は，言語学者がノートに書き留め，ま

とめた段階の次に取り組まれる，計算機に記録を残す作業か

ら，そのデータを利用する作業までの段階に限定されたもの

である．また，情報の種類は，音声とテキストデータに限定

している．

本プロジェクトでは，主に以下の活動に取り組んだ．

• データ項目の共有
• ツール類の学習
• 音声分割ソフトの作成
• ToolBoxデータからXMLデータへの変換ソフトの作成

• XMLDBの利用

3.1 データ項目の共有

記録の対象とした言語は，ユカギール語13，アリュートル

語14，イテリメン語15，ホジュン語16，テディム・チン語17，

シベ語18の 6言語である．本プロジェクトは，実験プロジェ

クトであるため，各言語から 1編のコーパスを対象とした．

各コーパスには「メタデータ」「話者データ」「言語データ」

の 3種類を入力データとして作成してある．

メタデータの要件としては，各言語コーパスから挙げられ

た項目 (ToolBox 上のタグ) を全て収めることにした19．各

記述項目と TEIのメタデータ項目との対応は，表 1の通り

である．

話者データは，採録者の全てのデータファイルで共用する

1つを用意することにした．コーパスと話者データは話者 ID

で対応がとられる．話者データの記述項目と TEI タグとの

対応は，表 2の通りである．teiHeaderには，フィールド言

語学で必要とされる人物情報を十分に収めることができた．

言語データは，各データにより記述項目が様々であるが，

「ID」「IPA表記の書き起こしテキスト」「形態素/語レベル」

ならない．
9 研究計画書より．

10 http://www.language-archives.org/
11 http://www.hrelp.org/
12 諸事情で，現在まだ登録はしていない．
13 長崎郁氏，東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所．
14 永山ゆかり氏，北海道大学．
15 小野智香子氏，千葉大学．
16 李林静氏，成蹊大学．
17 大塚行誠氏，東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所．
18 児倉徳和氏，日本学術振興会特別研究員 PD．
19 必要とされる記述項目は共通するものが多く，減らす検討はなかった．
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内容 TEI

データ ID(URN) /TEI /teiHeader /fileDesc /publication-

Stmt /idno

最終更新日 (YYYY-MM-

DD)(edition-statement)

/TEI /teiHeader /fileDesc /publication-

Stmt /date

データ名 (多言語表記) /TEI /teiHeader /fileDesc /titleStmt /ti-

tle @xml:lang

データ入力者 (多言語表記) /TEI /teiHeader /fileDesc /titleStmt

/author @xml:lang

データ編集者 (多言語表記) /TEI /teiHeader /fileDesc /titleStmt

/editor @xml:lang

採録日 (YYYY-MM-DD) /TEI /teiHeader /fileDesc /sourceDesc

/recordingStmt /recording /date

収録者 (多言語表記) /TEI /teiHeader /fileDesc /sourceDesc

/recordingStmt /recording /respStmt /per-

sName @xml:lang

テキストの内容についての短
い解説 (多言語表記)

/TEI /teiHeader /fileDesc /notesStmt

/note @xml:lang

採録収録言語名 (英語表記,

方言も含める)

/TEI /teiHeader /profileDesc /langUsage

/language

採録言語 (ISO639-3) /TEI /teiHeader /profileDesc /langUsage

/language @ident

音声ファイル名 (英数字のみ) /TEI /body //(各センテンス ID 名と一致さ
せる)

ハブファイル (英数字のみ) (speakers.txt からメタデータを抽出する際に
使用)

採録場所 (多言語表記) /TEI /teiHeader /fileDesc /sourceDesc

/recordingStmg /recording /equipment

/p /placeName @xml:lang

録音機器・状況・媒体など (多
言語表記)

/TEI /teiHeader /fileDesc /sourceDesc

/recordingStmg /recording /equipment

/p @xml:lang

データ作成 (採録，テキスト
の書き起こしなど) に関する
注記 (多言語表記)

/TEI /teiHeader /profileDesc /creation

/note @xml:lang

話者 ID(複数可, 話者役割と
ペアになる)

/TEI /teiHeader /profileDesc /particDesc

/listPerson /person @xml:id

表 1 メタデータタグの対応表

「英語のグロス20」「英語翻訳」を共有する必須の項目とし，他

は自由に使えるようにした．但し，表 3にあるよう，全ての

項目を合わせても数は多くないことから，全てをデータベー

スに収録することにした21．

3.2 ツール類の学習

本プロジェクトの参加者は，言語ドキュメンテーションで

よく使われる Perl, ToolBox22, ELAN, GATE23を，ワーク

ショップ等の機会を利用し学習した24．言語ドキュメンテー

ション向けのツールは，上記以外にも，多くのものが開発さ

れ，利用が提案されている25．ツール類の比較は，データ入

力環境と，保存データ形式の視点での分析が，言語ドキュメ

ンテーションでは重要になる26．

20 グロス (gloss) とは意味に加えて言語素性 (e.g. 文法事項) なども含め
た簡単な解説のこと．

21 各自で定義したタグ名は，後に正規化されることになる．
22 http://www.sil.org/computing/toolbox/
23 http://gate.ac.uk/
24 このうち，Perl のワークショップは本プロジェクトで主催した．
25 少し古いものは，次のサイトにまとめられている．http://www.ldc.upenn.edu/

annotation/．また，最近のものは，次のサイトにまとめられている．
http://www.hrelp.org/languages/resources/orel/tech.html

26 詳細は別稿でまとめる予定．

内容 TEI

話者 ID(複数可, 話者役割と
ペアになる)

/TEI /teiHeader /profileDesc /particDesc

/listPerson /person @xml:id

話者名前 (多言語表記) /TEI /teiHeader /profileDesc /particDesc

/listPerson /person /persName @xml:lang

/(forename|surname|addName)

話者性別 (male|female) /TEI /teiHeader /profileDesc /particDesc

/listPerson /person /sex @value=(1|2)
話者国籍 (英語表記, 国籍と
いうよりは民族名)

/TEI /teiHeader /profileDesc /particDesc

/listPerson /person /nationality @xml:lang=

eng

話者生年 (自由記述) /TEI /teiHeader /profileDesc /particDesc

/listPerson /person /birth /date

話者没年 (自由記述) /TEI /teiHeader /profileDesc /particDesc

/listPerson /person /death /date

話者生誕地 (多言語表記) /TEI /teiHeader /profileDesc /particDesc

/listPerson /person /birth /placeName

@xml:lang

話者死没地 (多言語表記) /TEI /teiHeader /profileDesc /particDesc

/listPerson /person /death /placeName

@xml:lang

話者住所など (多言語表記) /TEI /teiHeader /profileDesc /particDesc

/listPerson /person /residence @xml

話者使用可能言語 (1 語 1 項
目, 多言語表記)

/TEI /teiHeader /profileDesc /particDesc

/listPerson /person /langKnoledge /lang-

Known @xml:lang

話者使用可能言語 (ISO639-

3)

/TEI /teiHeader /profileDesc /particDesc

/listPerson /person /langKnoledge /lang-

Known @tag

話者に関する注記 (多言語表
記)

/TEI /teiHeader /profileDesc /particDesc

/listPerson /person /note @xml:lang

表 2 話者データタグの対応表

文 ID(データ ID. 個別ナンバー)

トランスクリプション (多言語)

訳 (多言語)

注 (多言語)

形態素/語レベル (自由)

形態素 (基底形)

品詞
グロス (多言語)

キーワード (何を入れるかは自由，ただし語レベルでの情報)

ワードバイワードの訳 (多言語)

表 3 言語データの項目

3.3 音声分割ソフトの作成

言語ドキュメンテーションでは，採録した音声全体から，

言語資料となる音声部分の抽出，更には，その中にある各発

語・その部分が抽出ができる音声処理が求められる．部分音

声の抽出には，1) リクエスト時の都度抽出と，2) 音声単位

を独立ファイルとして抜き出しておく事前抽出がある．この

両方の処理法で，時間ロケーションから部分音声をバッチ処

理で切り出す機能が必要となる．ところが，この様な，一括

で部分音声を抽出するバッチ機能は，仕組みは簡単であるが，

残念ながら言語学者が使う音声処理ソフトではサポートされ

ていない．そこで，本プロジェクトでは，これを作成し，プ

ロジェクト成果として言語学者に公開することにした27．本

ソフトの詳細は別稿で解説する [13]．

27 本ソフトは，サイト https://sites.google.com/site/lingdytextarchive/

で公開されている．

(c) Information Processing Society of Japan

「人文科学とコンピュータシンポジウム」 2011年12月

- 61 -



3.4 データ変換ソフトの作成

オープンレポジトリへ登録する公開データを作成するため

に，個人がToolBoxを用いて作成したタグ付きテキストデー

タを，XMLデータへと変換するソフトを開発した．要件は，

OLACや SOASといった世界規模のオープンレポジトリに

登録するに相応しいデータ形式のコーパスを作成することで

ある．本プロジェクトでは，オープンレポジトリに相応しい

XMLスキームを調査・検討し，2種類の XMLスキームを

規定，それらへの変換ソフトを作成した．なお，本プロジェ

クトの結果，これら 2つの形式は必ずしも最適なものではな

いことが分かった．これらスキームの課題については次章で

解説する．

3.4.1 ToolBoxデータ

ToolBox が生み出すテキストデータは，図 1 のようなも

のである．

図 1 ToolBox データ例

いわゆる ROFF系の埋め込みタグ形式を採り，行を単位

とする以外は無構造である．本プロジェクトでは，使用する

タグ種を表 1, 2, 3とし，さらに運用規定として「全ての文単

位では同じタグを使用する」という制約を課した．但し，タ

グ名は，各自で定義したものが使用できる28．なお，図 1に

ある生データでは，形態素単位が明確に区別されていない．

形態素の情報は，言語や研究者個人により，記述の必要性と

表現方法は異なってくる．そこで，XMLへの変換に際して，

Perlを使い形態素単位にデリミタ”{”と”}”を付加する前処
理を施すことにした29．これにより，形態素データを正規化

したともいえる．運用規定として「同一文単位中では形態素

数を同じくする」という制約を設けた．

3.4.2 XMLデータ

コーパス向けの XMLスキームは，多くの規格・案が提案

されており [12]，これらを本稿でまとめることはできないが，

例えば，その一部は図 2のような発展を辿っている．これら

規格の動向や問題点の整理は，別稿で扱う予定である．本プ

ロジェクトでは，ToolBoxで作られた，いわゆる interlinear

textを模倣する標準的なXMLスキームと，TIPSTERプロ

ジェクト (1991年)以降，コーパスの符号化で有効とされてい

る，通称 standoffスタイル・形式の XMLスキームの 2種類

を作成した．標準的なスキームは，図 3のようになっている．

これは，図 1にある埋め込みタグをXMLタグに素直に書き

換えたものとなっている．standoffスタイルとは，アノテー

28 先述のように，項目種は規定してある．
29 これらの作業を，以下で示す変換ソフトで対応しなかった理由は，次章
の課題で解説する．

TIPSTER

TEIP5

AG

StandOff

ISO24610_1

TEIP4

XCES

LAF

HyTime

TEIP3

CES

GrAF

図 2 スキーム規格群

<LingDy>

<teiHeader/>

<sentences>

<sentence>+

<ref/>

<tf_jpn/></tf_eng/><ft_rus/><ft_cmn/><ft_mnc/><ft_mya/>

<note_jpn/><note_eng/><note_rus/><note_cmn/><note_mnc/>

<note_mya/> <tx_ipa/><tx_lat/><tx_cyr/>

<ps/><kw/><wd_jpn/><wd_eng/><mr/>

<gl_jpn/><gl_eng/><gl_rus/><gl_cmn/><gl_mnc/><gl_mya/>

</sentence>

</sentences>

</LingDy>

図 3 標準的スキームのスケルトン

ション記述と，元データの記述を異なる場所で記すスタイル

のことで，本プロジェクトでは，CES/XCES[3, 4]以降でよ

く使われるリンクパス 2の standoffスタイルXMLスキーム

を採用した．すなわち，プライマリ (実)データ部 (primary

data)，単位指定部 (unit/location data)，アノテーション部

(annotation data)の 3種類を分けて記述した．具体的には

図 4のようになっている．アノテーション部では，TEIP5[2]

<LingDy>

<teiHeader/>

<primaryData>

<sentence>+

(text)

<anchor/>+

</sentence>

</primaryData>

<location>

<unit/>+

</location>

<annotation>

<fs>+

<f/>

</fs>

</LingDy>

図 4 standoff スタイルスキームのスケルトン

と ISO24610-1[8]で採用されている Feature Structure(FS)

を階層的に使用し，文レベルと形態素/単語レベルを同じく

記述している．例えば，図 5の様になる．

3.4.3 変換ソフトウェア

変換ソフトは Javaで実装した．作成したクラスは図 6の

ようになる． クラス LdMaker をメインクラスとし，クラ

ス ToolBoxで ToolBoxデータを作成し，それを XMLデー

(c) Information Processing Society of Japan
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<fs ref="u3" type="sentence">

<f name="ft_eng">There lived a man named Debegej.</f>

<f name="ft_jpn">デベゲイが暮らしていた。</f>

<f name="ft_rus">Дэбэгэй жил.</f>

<f name="word">

<fs ref="u1" type="word">

<f name="tx_cyr">Дэбэгэй</f>

<f name="tx_ipa">debegej</f>

<f name="ps">psn</f>

<f name="kw">S</f>

<f name="mr">debegej</f>

<f name="u">debegej</f>

<f name="gl_eng">Debegej:NOM</f>

<f name="gl_jpn">デベゲイ:NOM</f>

</fs>

<fs ref="u2" type="word"></fs>

</f>

</fs>

図 5 fs による記述例

図 6 クラス図

タを作るクラス Nodeへ変換，クラス XMLMakerで XML

データに出力している．ToolBox データを作る前処理とし

て，利用者毎に自由に使用しているタグ名を統一・正規化し，

続いて 3.4.1節にある 2つの制約を検証している．ToolBox

データから，先述した 2種類の XMLデータの変換は，それ

ぞれクラス LdMakerで指定している30．

3.5 XMLDBを使った検索サービス

作成した XMLデータのうち，standoffスタイルの XML

データを対象に，Berkeley DB XML31を検索エンジンとし

て，XQuery式を使い検索をしている [12]．多言語コーパス

の検索インタフェースは，それ自体で面白い研究対象となる

が，本プロジェクトではこれを検討していない．現状では，

言語指定の全文検索により (図 7)，その結果を interlinear

annotationスタイルで表示し，当該音声ファイルへのリンク

も同時に表示している (図 8)．検索結果からのナビゲーショ

ンとして，「前の文」「後の文」への移動を可能にし，文脈を

30 つまり，ToolBox のインスタンスを，スキーマ言語を参照しながら自動
的に XML データへと変換する，という仕組みにはなっていない．

31 http://www.oracle.com/technetwork/database/berkeleydb/overview

/index.html

概観できるようにした．

図 7 検索メニュー

図 8 検索結果例

4. 言語ドキュメンテーションの課題

本プロジェクトから得られた，言語ドキュメンテーション

の現状は，以下のようにまとめられる．

• 項目共有は難しくない．但し，言語別表記のデータは増
える傾向にある．

• 共有する POS，記述方法 (表記体系)の検討は，言語学

者本来の活動であり，システムの要求として予め定める

種類の情報では，本来は，ない．

• XML DB + XQueryは便利である．

• standoffスタイルの XMLデータ形式には問題が多い．

少なくとも，Global-scale Open Repository(GOR)で

採用されるべき形式ではない．但し，その解決には，マー

クアップ言語の根本課題に取り組む必要がある．

• より柔軟で汎用なデータ変換ソフトが望ましい．
• GORが求めるものと個人研究者が提供できる能力には

乖離がある．

表 1, 2, 3にあるよう，記述項目の種類は多くないことか

ら，項目共有は問題にならなかった．但し，言語データの「転

記」「訳」「注記」や，人物・場所に関する情報では，日本語，

英語，記述対象言語の他，採録地域の主たる言語による記述

も必要となることから，言語別の表記のデータは，増える傾

向にある．対訳コーパスに限らず，一般コーパスにおいても，

言語別表記は独立したモジュールとして実装するのが理想で

あろう．また，表記体系による言語指定と，意味を担った記

述の言語指定とを明確に分けた実装も，理想であろう．この

2つに対応するスキームの開発が必要である32．なお，記述

項目では，形態素/単語レベルを，厳密には分けていない．本

プロジェクトでは，厳密なレベル分けをした単位を検索対象

32 これら 2 つの要件は，コーパスのスキーム研究で，重要な問題提起とな
る．

(c) Information Processing Society of Japan
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とする要求がなく，むしろこの方が類型論研究には役立つか

もしれないという意見があった33．但し，言語数が増えたと

きや，研究テーマにより，厳密な階層化が求められたとき，

素性構造を必要なだけ十分に深く階層化したスキームを作る

機能が求められるが，今回のシステムではこれに対応できな

い．XMLを使うのであるから，本来はこれに応える必要が

ある．

言語ドキュメンテーションの論議では，POS共有を前提に，

語彙集 (またはオントロジー) を定義する活動もあるが，こ

れは，言語学者本来の研究活動の領域であり，それをサポー

トするシステム開発側で決める事項では，本来は，ない．言

語学にある，個別 (記述)言語学と一般言語学との関係では，

多様な性質を持つ言語から共通して見られる一般的な素性を

求めることはあったとしても，その逆に，プロクルステスの

ベッドのように，一般規則が個別の素性の記述を制約するこ

とはない．もちろん，自然言語処理の上で必要となる POS

情報を用意するために，それを規格化するのは自然のことで

ある．但し，それを敷衍して，言語学者に共用を求めること

は僭越だろう．その様な事項としては，POS の他にも，表

記法や，先述した言語指定が該当すると思われる．

XQeryを使った問い合わせは，“let”文を多用することで，

絞り込みの工程を細かく定義することができる．この様な

処理のステップを任意に指定し，結果を確認しながら処理を

追加できることは，初心者にとり便利な検索式である．最終

のデータ形式が XML データである場合，言語学者自らが

XQueryを書いて検索する環境は，利益の多い環境と思われ

る34．

コーパスを共有するためのデータ形式として，standoffス

タイル XMLスキーマが図 2のように提案され，その実装も

多くある35．ところが，この形式には，少なくとも 1) リンク

パスの制御，2) プライマリ (実) データの制約，3) アノテー

ション部の再利用性に問題がある．1) リンクアドレス記述方

法の提案は多く，また，リンク構造のデータを参照する規格

がないことから，リンク先の記述を共有することは簡単では

ない．従って，standoffスタイルでない素朴な木構造のXML

データの方が，共有には便利なことがある36．この問題につ

いては，拙稿 [12]で解説してある．2) アノテーションを付

加する対象としてあるプライマリデータは，以下の制約を守

ることが必要となり，自由には記述できない．2.1)「プライ

マリデータは最小単位で記述する」という制約がある．プラ

イマリデータは全てのアノテーションデータから参照の対象

として指定できる単位で記述されなくてはならない．この制

約は，SGML/XML が利点として持つ，下位構造を容易に

追加・変更できる利点を損なわせている．2.2) プライムデー

タには，a) データなし (e.g. タイムライン情報など)，b) 実

データ，c) リンクデータの 3種類の内容が想定されるが，こ

33 類型論研究向けのデータベースとして本システムを評価することは，長
期研究目標のひとつである

34 本システムでは，利用者が XQuery を使った検索をサポートしていな
い．今後，このメニューは用意する予定でいる．

35 e.g. GATE, ELAN, TextGrid, et cetera
36 standoff スタイルは，個人が作るデータではなく，共有するデータの形
式で採用される記述スタイルとして提案されている [8]．

れらが変更された時，プライマリデータ部と単位指定部とが

ペアで変更の対象となるもが，それをスキームで指定する仕

組みがない．3) アノテーション部を，他の standoffスタイ

ルデータ中のプライマリデータ部として利用するためには，

構造付き記述を用いることができない，という制約を設ける

必要があるが，これは現実的ではない．但し，この 3)の課

題は，「アノテーション部をプライマリデータ部として利用

する」という要求を前提とした課題であり，特殊な条件下で

の課題である37．保存データの形式は，言語ドキュメンテー

ションで極めて重要な要素であるとすれば，これらの問題の

解決に取り組む必要があるだろう38．

本プロジェクトで試作したデータ変換ソフトは，入力・出

力データのスキーマが固定され，汎用性がない．現在，次の

版でこれに対応することを目標に，スキームベースの自動変

換と，model plan と API の共有によるデータ共有の 2 案

を検討中である．但し，本プロジェクトを通じて，個人が作

成するデータを，指定のデータ形式に変換することには，多

くの検討や，作業が必要であることがわかった．これらを，

言語学者個人に求めることは，難しい．一方で，研究者個人

の全てのスタイルに，1つのサービスで対応することも，難

しい．現在，世界規模でコーパスを共有するためのレポジト

リ (GOR)が提案・運営されているが，これらのレポジトリ

は，共有の指針・ガイドラインは示すものの，言語学者個人

のデータを，公開するに相応しいデータに変換する為の支援

までは提供していない．GORへの登録データ数を増やすに

は，この 2者間をつなぐアーキテクチャを検討することが重

要である39．

5. Regional-scale Repositoryの必要性

Global-scale Open Repository(GOR) では，コーパスを

公共の言語資産として保存することから，提出されるデータ

形式には，それなりの統制が期待されている40．ところが，

LingDyプロジェクトで経験したように，個人で持つ言語情

報を，オープンレポジトリに登録するまでの形式にデータ

を変換する作業は，容易ではない．いろいろな意見もあるだ

ろうが，言語学者個人での対応を想定する作業ではないと考

えている．言語ドキュメンテーションを支援するには，オー

プンレポジトリに加えて，そこに登録するデータ形式まで

の，データ入力や変換を支援するサービスを提供する，中間

的なサービスが必要ではないかと考えた．これを，本稿では

Regional-scale Repository(ReR)と呼ぶことにする．

GORは，コーパスの共有・利用を目的としたサービスを

37 この論議は詳細な解説が必要となることから，別稿に譲る．
38 コーパスはマークアップ付きデータで作成する必要はないという主張
もある．もしマークアップ付きデータの有効性を主張するのであれば，
standoff スタイルの可能性のみを論拠とするのではなく，standoff ス
タイルのデータがどれだけ有効に使えるのか，その実用性を示す必要が
あるだろう．

39 本プロジェクトでは，形態素分割を個人負担としたが，これはアドホッ
クな選択で，本プロジェクトの結果として提案するアーキテクチャでは
ない．

40 現状，OLAC や SOAS では，コーパスの保存形式に明確なガイドライ
ンはない．メタデータのみスキームが規定されている．但し，これは理
想ではなく現状に合わせた対応といえる．
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提供するもので，そのために各種の規則や規範的なデータを，

データ提供者に要求している．GORでは，従来のデータベー

スサービスや，自然言語処理研究で採られる手法が生かされ

る．一方，ReRは，言語学者個人がデータを作成・入力する

活動を支援するサービスを提供するもので，特定の利用者を

想定し，データの検証・正規化・変換サービス等を提供し，

GORに登録可能なデータまでの作成を支援する．この 2つ

は，ちょうど言語学の歴史上にある 2つのスタンス，規範的

な立場と記述的な立場を反映したものと捉えるとわかりやす

い．言語学でいう規範的な立場とは，例えば，ある言語にあ

る文法とは，既に決められたもの，または規範とすべき規則

があり，これに従うかどうかを言語資料から判定する立場で

ある．例えば，言語教育の分野や自然言語処理では，規範的

な立場が採られているといえる．一方，言語学でいう記述的

な立場とは，ある言語にある文法とは，実際に運用されてい

る言語の実体から観察・発見されるもので，既に決められて

いるものではない，とする立場である．例えば，文法の当て

はまり度を研究する場合には，POS の認定を変えてコーパ

スを評価することが求められる．

ReRには，1) コーパス入力，2) メタデータ作成，3) コー

パスデータ形式変換，4) GORへの登録を支援する機能を求

めたい．

1) データ入力を支援する機能が欲しい．例えば，2章でも

紹介したように，入力と同時にコンコーダンスが作成され，

そのコンコーダンスを元に入力候補が示されると，入力ミス

は軽減する．また，コンコーダンスの参照機能も同時に実現

すれば，入力と同時に，例えば，形態素の確認・分析もでき

るようになる．アノテーションデータの入力は，項目の管理

サービスの元で行われると，データ検証の負担が減る．POS

等の，入力者自らが決める語彙集や，オントロジーなど，規

格類としてある語彙集も，コンコーダンスと同様の方式で入

力・編集ができると便利である41．

2) 入力したメタデータから必要な項目を抽出し，規格化さ

れているスキームに変換する機能が欲しい．メタデータは，

入力項目としてできるだけ詳細な項目の記述に対応できるも

のを用意し (e.g. TEI Header)，そこから選択的に入力でき

るとよい．メタデータの整理は，煩雑で，かつ，GORでど

のような項目が求められているのかを調べることも，個人研

究者にとっては煩雑である．そこで，記入項目の中から，入

力できるものを入力し，必要なときに，登録された GORを

選択し，そのスキーマにあったデータが得られるとよい．こ

の時，不足している項目があれば，その入力が求められるこ

とになる42．

3) 個人研究で使用するデータを，GORに登録・公開する

に相応しいデータ形式へと変換する機能が欲しい．研究者の

数だけ対応する形式は多様になる可能性はあるが，いずれに

41 記述と規範の両方の側面を，同じインタフェースで実現できることにな
る．

42 現状では，OLAC や SOAS で求められるメタデータ項目は，Dublin

Core のそれであり，難しくない．但し，研究資料としては TEI Header

の項目に近い記述が必要となる．模範案としての項目集の提案があって
もよいと考えている．

せよ，データ変換の何らかの支援サービスがあるとよい．も

ちろん，その前提として，コーパスの共有に相応しいデータ

形式，XMLデータであればスキームが絞られている必要が

ある．

4) 必要な記述事項が用意されていれば，代表的な GOR

にコーパスを登録する機能が欲しい．コーパスとメタデータ

の入力と，公開データへの変換をサービスするのであれば，

GORにメタデータを登録するまでのサービスもあって良い

だろう．この時，言語学者個人で作成したコーパスを公開す

るサイトの基盤は弱い可能性があることから，データそのも

のの公開サービスもあると良い．

ちなみに，このようなサービスを含む，統合的な環境を目指

すプロジェクトとして，DARIAHプロジェクト43やTextGrid

プロジェクト44がある．これらのプロジェクトでは，クラウ

ドサービスにより，アーカイブの機能に加えて，入力，編集，

検索等の利用サービスを統合的に提供する，いわばドキュメ

ンテーション「環境」を作ることを目指している45．このよ

うな環境に，ReR に求められる機能が実装され，言語学者

個別の要求が選択的なサービスとして実装できれば，言語ド

キュメンテーションにとり理想である46．

なお，本プロジェクトに続く，2011年度から始められた 4

年間の共同研究47 では，本プロジェクトの成果をベースに，

本章でまとめた ReRの試作・研究をする予定である．

6. フィールドからのデータ抽出支援環境

前章でまとめた ReRの要件のうち，データ入力支援の要

件は，恐らく十分ではない．本当は，生のデータからコーパ

スが作られる作業過程にある，少なくとも次の 8 つの段階に

ついて観察が必要であろう．

( 1 ) 生データの入力 (inputting raw data)

( 2 ) データ単位の抽出 (setting ad hoc data unit)

( 3 ) データ単位の検討 (testing adequacy of the tentative

unit)

( 4 ) 不足単位の調整 (supplementing or modifying lack-

ing or insufficient data)

( 5 ) 構造の検討 (testing adequacy of the structure of the

units)

( 6 ) データの正規化 (normalizing the data)

( 7 ) データの検証 (verifying the data)

( 8 ) データ変換 (transforming the data to stored data)

言語学者は，生のデータからコーパスを構成する言語デー

タを獲得する過程において，始めから体系的に全てのデータ

を確定し，入力していることはない．データを観察しながら

43 http://www.dariah.eu/
44 http://www.textgrid.de/
45 これらのプロジェクトの紹介や評価は本稿では扱わないが，現時点では，
従来と同様，入力環境には配慮が少ないことを報告しておく．

46 TextGrid は時限プロジェクトであるが，DARIAH プロジェクトは
CLARIN プロジェクトと同様，国家間レベルの基盤を持つプロジェク
トであることから，今後の動向に注目している．

47 科学研究費補助金基盤研究 (B)「北方ユーラシア少数言語の電子アーカ
イブ環境構築とドキュメンテーション研究」課題番号（23401025）代表
者:長崎郁 (東京外国語大学)

(c) Information Processing Society of Japan

「人文科学とコンピュータシンポジウム」 2011年12月
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単位を入力し，同時にその分類・集合を整理し，さらにその

結果を基に欠損 (データ単位) 部分を補い，言語データを確

定し，コーパスとしての形を整えてゆく．人可読なデータか

ら，機械可読，そして機械処理可能なデータを作るには，2

から 7までの工程がくり返されると思われる．このうち，人

文学で重要なのは，2から 4までの工程である．人がデータ

を生成する過程では，データ単位の仮定，不足しているデー

タの入力，仮のデータ単位の再分割が，くり返されると考え

られる．今日では，フィールドから採録される生のデータが，

電子データとして扱えることから，これらの工程が，一貫し

て計算機上で実現できれば，言語学本来の研究活動を支援す

るシステムが生まれるはずである．従って，データの生成に

見られる，これら少なくとも 8つの段階を観察し，その工程

を支援する機能を求めることは重要と考える48．

計算機科学と言語学が融合する新しい研究分野があるとす

るならば，現状ある情報システムで扱える言語学の問題を扱

うばかりではなく，現状は存在しないシステムで言語学で解

決できないでいる問題に取り組む必要があるのではないか．

フィールドからセンサを使い情報・データを収集する環境を

構築する「フィールド情報学」が提唱されているが，センサ

を使うデータ収集に加えて，このような人を介して抽出・生

み出される情報・データを，効率よくシステムへ入力する環

境を整えることも重要であろう．3月の震災でも，堅固な広

域センサ網の重要性に加えて，人が生み出す・発信するデー

タを迅速にシステムに取り込むことが，人命の保全，安堵感

の確保，ひいては物理的通信量の低減にとり重要であること

が確認された．情報システムを娯楽のみに利用するのではな

く，人の生活に本質的に貢献するする道具として利用するに

は，人と計算機との関係性を見つめ直し，データ生成・入力

の工程そのものを研究することが重要ではないか．言語学者

がフィールドからデータを整理する工程を観察することは，

この種の基礎研究に貢献すると考える．

7. さ い ご に

2008 年から 2010 年度まで取り組んできた LingDy プロ

ジェクト下の言語ドキュメンテーション研究は，複数の少数

(危機)言語コーパスを，オープンレポジトリへ登録すること

を，ひとつのシステム下で管理する実験として始められたも

ので，その現状把握と課題の洗い出しが目標とされ，結果，

成果としては十分なものが得られた．従って，言語ドキュメ

ンテーションにある課題そのものの解決には至っていない．

課題だけをあげつらう報告は無責任であるとの評価は，全く

その通りで，弁解の余地はない．それでも，これを報告した

理由は，Regional-scale Repositoryの構築と，フィールドか

らのデータ抽出支援環境の整備は，計算機科学・情報処理の

分野で極めて重要な課題と考えたからである．そして，今会

議のテーマにある「再考」の元では認められる報告と思い上

梓した．2011年から始められた 4年間の共同研究では，こ

れらの実質的な解決に取り組む予定でいる．但し，全ての課

48 この様な，データの生成過程を研究対象とする似た試みとして，電子編
集の工程を代数的に定義する試みがある [17]．

題が 4 年間の単独の研究活動で解決されることはない．言

語ドキュメンテーションは，ヨーロッパを中心に CLARIN,

DALIAH など，活発になっている [10]．日本から，データ

入力の場面に配慮したコーパス作成支援システムの提案が盛

んになることを願っている．
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